
JA たねやくJA たねやく
9 2026.89

【全体運】 順調運。 力になってくれる人が多いときです。 遠慮するより
感謝の気持ちを伝えるのが大事。 小さなプレゼントも吉
【健康運】 入浴はお湯につかって。 良い汗をかきましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】 ゴーヤー

蠍座
10/24
～ 11/22

聞
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
組
合
員
の
声
を
事
業
運

営
に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ

組
合
員
と
の
対
話
と
し
て
、
組
合
員

宅
訪
問
を
行
っ
て
い
る
が
、
時
間
外
に

訪
問
す
る
な
ど
職
員
に
負
担
と
な
る
の

で
あ
れ
ば
止
め
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。

Ａ

組
合
員
宅
訪
問
は
、
組
合
員
と
の
接

点
を
持
つ
機
会
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
意
見
を
踏
ま
え
今
後
や
り

方
の
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

Ｑ

事
業
利
益
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
が
、
何
が
原
因
か
？

Ａ

貸
倒
引
当
金
の
計
上
が
原
因
で
す
。

総
代
会
資
料
に
掲
載
し
て
い
る
実
績
に

つ
い
て
は
、
貸
倒
引
当
金
を
各
部
門
配

分
後
の
実
績
で
す
。
そ
の
た
め
マ
イ
ナ

ス
で
表
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
貸
倒
引

当
金
配
分
前
の
実
績
に
つ
い
て
は
事
業

利
益
を
計
上
し
て
お
り
、
各
事
業
の
基

盤
自
体
が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ

貸
倒
引
当
金
が
増
え
た
原
因
は
何

か
。
そ
れ
と
要
望
だ
が
、
不
安
定
な
世

界
情
勢
に
よ
っ
て
多
く
の
資
材
が
高
騰

し
て
い
る
。
農
家
生
産
者
は
非
常
に
厳

し
い
現
状
な
の
で
、
農
協
と
し
て
今
年

度
も
何
か
対
策
を
し
て
欲
し
い
。

Ａ

当
Ｊ
Ａ
の
債
権
に
つ
い
て
、
将
来
の

回
収
リ
ス
ク
を
慎
重
に
見
積
も
り
、
貸

お
け
る
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
は
、
公

証
人
が
作
成
す
る
公
正
証
書
に
よ
り
、

意
思
を
確
認
す
る
な
ど
、
法
令
及
び
事

務
手
続
き
に
基
づ
く
対
応
を
と
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
御
座
い
ま

し
た
ら
、
各
支
所
の
窓
口
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
企
画
管
理
部
】

Ｑ

次
期
役
員
改
選
で
理
事
の
定
数
は
減

る
こ
と
に
な
る
が
、
総
代
の
定
数
は
変

わ
ら
な
い
の
か
。
ま
た
、
総
代
も
同
じ

人
が
続
け
て
お
り
、
後
任
が
見
つ
か
ら

な
い
。

Ａ

農
協
法
第
４
８
条
３
項
に
よ
り
「
正

組
合
員
数
の
５
分
の
１
（
２
，
５
０
０

人
を
超
え
る
組
合
に
あ
っ
て
は
５
０
０

人
）
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。
次
回
改
選
時
に
向
け
て
地
区

の
組
合
員
数
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
総

代
の
地
区
別
定
数
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
参
り
ま
す
。

Ｑ

次
回
の
役
員
改
選
で
定
数
を
削
減
し

ま
す
が
、
役
員
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り

組
合
員
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
県
下
の
Ｊ
Ａ
で
も
同

様
の
削
減
の
動
き
が
あ
る
の
か
。

Ａ

県
下
の
Ｊ
Ａ
と
比
較
し
て
、
組
合
員

数
に
占
め
る
役
員
の
定
数
が
多
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
役
員
の
定
数
が
削
減
と

な
っ
て
も
、
組
合
員
一
人
一
人
の
声
を

ＪＪＡＡ種種子子屋屋久久  令令和和９９年年度度「「新新採採用用」」職職員員募募集集要要項項  

  

１１．．募募集集職職種種・・募募集集人人員員    

職職      種種  採採用用予予定定人人員員  職職    種種    内内    容容  

①①事事  務務  職職  若若干干名名  農農協協事事業業（（信信用用・・共共済済・・購購買買・・販販売売））にに係係るる一一般般事事務務おおよよびび電電算算処処理理業業務務  

②②技技  術術  職職  若若干干名名  畜畜産産部部門門・・営営農農販販売売部部門門ににおおけけるる技技術術指指導導のの業業務務おおよよびびそそのの他他現現業業ににおおけけるる技技術術職職  

  

２２．．受受験験資資格格  

  １１））平平成成３３年年４４月月２２日日（（３３５５歳歳））かからら平平成成２２１１年年４４月月１１日日（（１１８８歳歳））ままででにに生生ままれれたた者者でで、、高高校校以以上上をを卒卒業業又又はは令令

和和９９年年３３月月３３１１日日ままででにに卒卒業業見見込込みみのの者者  
  

３３．．受受付付期期間間おおよよびび提提出出書書類類  

１１））受受付付期期間間：：令令和和８８年年００８８月月１１００日日（（月月））～～令令和和８８年年００９９月月１１４４日日（（月月））ＪＪＡＡ必必着着  

２２））提提出出書書類類：：((アア))履履歴歴書書（（市市販販履履歴歴書書でで可可、、写写真真貼貼付付））  

((イイ))最最終終学学校校卒卒業業証証明明書書（（見見込込書書））及及びび成成績績証証明明書書  
  

４４．．試試験験日日  

１１））試試 験験 日日  （（筆筆記記・・面面接接試試験験））：：令令和和８８年年９９月月２２５５日日（（金金））【【午午前前９９時時～～】】  

  

５５．．試試験験会会場場  

試試  験験  内内        容容  試試  験験  会会  場場  

第第一一次次試試験験  
一一般般教教養養・・作作文文・・面面接接（（事事務務職職））  

専専門門科科目目・・作作文文・・面面接接（（技技術術職職））  

ＪＪＡＡ種種子子屋屋久久  本本所所会会議議室室  

熊熊毛毛郡郡中中種種子子町町野野間間 55228811  ℡℡00999977--2277--11221111  
  

６６．．採採用用条条件件  

  １１））採採用用のの時時期期：：令令和和９９年年４４月月１１日日ととすするる。。  

  ２２））身身 分分：：職職員員（（たただだしし、、３３ケケ月月間間はは試試用用期期間間））  

  

７７．．労労働働条条件件ほほかか  

  １１））賃賃 金金：：当当ＪＪＡＡのの規規程程にによよるる  

  ２２））昇昇 給給：：年年１１回回（（４４月月））  

  ３３））賞賞 与与：：年年２２回回（（７７月月、、１１２２月月））  

  ４４））各各 種種 手手 当当：：当当ＪＪＡＡのの規規程程にによよるる（（※※熊熊毛毛地地区区外外出出身身者者にに対対ししてて別別途途住住宅宅手手当当のの支支給給ももあありり））  

  ５５））勤勤 務務 時時 間間：：８８時時３３００分分～～１１７７時時００００分分（（職職種種にによよっってて変変動動有有））  

  ６６））勤勤 務務 地地：：ＪＪＡＡ種種子子屋屋久久管管内内（（西西之之表表市市・・中中種種子子町町・・南南種種子子町町・・屋屋久久島島町町））  

  ７７））休休日日・・休休暇暇：：週週休休２２日日制制、、祝祝日日、、年年次次有有給給休休暇暇、、特特別別休休暇暇（（夏夏期期休休暇暇・・年年末末年年始始等等））  

  ８８））提提 出出 書書 類類：：提提出出書書類類はは返返却却ししまませせんんがが、、個個人人情情報報ににつついいててはは採採用用以以外外のの目目的的ににはは使使用用ししまませせんん。。  

ままたた、、採採用用内内定定者者ににつついいててはは、、当当ＪＪＡＡのの職職員員のの個個人人情情報報とと同同様様のの取取扱扱いいととししまますす。。  

【【受受付付・・おお問問いい合合わわせせ先先】】  種種子子屋屋久久農農業業協協同同組組合合  企企画画管管理理部部  総総務務人人事事課課：：担担当当  種種子子田田  秀秀樹樹  

            〒〒889911--33660044    鹿鹿児児島島県県熊熊毛毛郡郡中中種種子子町町野野間間 55228811  ℡℡：：00999977--2277--11221111((代代表表))  

  

  

令和９年度新採用職員を募集します！令和９年度新採用職員を募集します！


